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＜巻頭言＞  
熱く長い夏が過ぎて  

吉	 田	 	 章  
	 山梨大学で日本野外教育学会を開催している

最中に、静岡県立三ヶ日青年の家でのカッター

事故の報道が入って来た。昨年は、国立大隅青

少年自然の家でのカヌー事故が夏の始まりであ

った。シーズン初めの事故に影響を受けなけれ

ば良いがと思っていた矢先に、今度は国立大雪

青少年交流の家で一晩を越す行方不明者が出た。

これら全国の国公立青少年教育施設は、我が国

における野外教育最前線として重要な働きを成

している。ということはその影響力も大きく、

活動の停滞に繋がらなければ良いがと思いつつ

今年の夏を迎えた。  
	 しかしながら活動の停滞どころか、山の事故

水の事故ともに増大の傾向にある。秩父での救

難ヘリ墜落事故は、一人の女性が滝壺に滑落し

たことに始まり、四重事故にまで発展してしま

った。今年の事故の傾向は、沢筋関係に多く発

生しているようだ。従来、山の事故は下山途中

の道迷いに多くのケースを見て来た。ところが

今年の事故は、どうもそのパターンに変化が見

られる。それは今夏特有の気候と雨の降り方に

よるもの、そして山ガールやシルバートレッカ

ーといった層を中心とした普及によるものがあ

るのではないだろうか。  
	 もちろんこれらは新聞報道された範囲での事

故であり、ハインリッヒの法則をもって推測す

れば、1 件の重大な事故の背景には、同種の約
30 件の軽微な事故があり、約 300 件ものヒヤ
リ・ハット事例が存在すると言う。我々にとっ

て最も大切なことは、身近な場面におけるヒヤ

リ・ハットを見過ごさないことである。沖縄で

は、1983 年以来 2 件目の鬼オコゼ類による死亡
事故が起きた。ということは、600 件のヒヤリ・
ハットがあったことになる。その他にもウミヘ

ビ 8 件、アンボイナ貝 6 件、ハブクラゲ 3 件の
死亡事故がこれまでに報告されている。心して

水辺実習を迎えたい。  
	 同様な意図を表現していると思われる  Think 

Globally Act Locally の標語は、もはや浸透した。
９月には JOC 主催「スポーツと環境」シンポジ
ュウムに参加した。各種スポーツ団体からの環

境活動の報告があったが、正直な所今ひとつ物

足りなさを感じた。スポーツ団体はこれまで決

して環境のことを考えてこなかった訳ではない。

しかしそれらは「スポーツの環境」と表現する

に相応しく、「スポーツで環境」といった取組み

を進めることの提案をした。スポーツ界でも最

もその環境に敏感であるべき我々野外活動家と

して責任を持った行動を実践したい。  
 
＜研究室関連授業／研究室内連絡＞  
◆UG 関連授業  
○海洋スポーツ  2 学期  火曜 3 限   
◯野外運動(実技理論) 2 学期  金曜 1,2 限  
◯野外運動方法論演習Ⅱ(水辺) 2 学期  木曜 4,5
限及び集中  
◯野外運動方法論演習Ⅳ  2,3 学期  水曜 3 限  
 
◆DC 前期課程関連授業  
◯野外教育・スポーツ基礎理論  2 学期  月曜３限  
◯野外教育・スポーツ評価研究法Ⅱ   
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ２学期  月曜４  
◯野外教育・スポーツ実習Ⅳ（セラピュティッ

ク・プログラム）  2 学期  集中  
 
◆入試情報  
○DC 前期課程（一般入学試験・社会人特別選抜
10 月期）  
	 出願期間：９月 14 日（火）〜16 日（木）  
	 学力審査日：10 月 21 日（木）  
	 合格発表：11 月９日（火）  
 
＜課外活動関連報告＞  
○	 １学期勉強会・まとめ  

江越喜代竹（MC2）  
６月２９日に１学期の勉強会のまとめを行った。

１学期は「夏に向けてスキルアップしていこ

う！」というテーマのもと、５回を実施するこ

とができた。全体をふり返って、リスクマネジ
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メントをしっかりやりたい、スタートを早くし

て回数を確保したい、などの意見があり、次に

つながる時間となった。  
	 １学期は「夏に向けてスキルアップしていこ

う！」というテーマで８回を計画し、そのうち

５回を実施した。全体を通してよかった点とし

ては、春の整備実習のやり残しができたこと、

授業で扱えない内容をフォローアップできたこ

となどがあがり、課題点としては、スタートが

遅く、回数がしっかり確保できなかったことや、

「夏に向けて」というテーマとやや離れた内容

があった、などの意見が出された。以上を踏ま

えて、２学期は、学群生が来

やすいように専攻生実習をタ

ーゲットにした内容構成にす

る、フィールドに出る機会を

増やす、という意見があがり、

２学期以降を意識したふりか

えりを実施することができた。

１学期は何かと行事が入るこ

とが多く、バタバタしてしま

いがちになる。だからこそ、

事前にしっかりと準備をして、

質を高めていくこと、そして、

そのために早め早めで呼びか

けていくことがコーディネー

ターの役割だと感じた。２学

期ももっと充実させて、お互

いに高め合っていければと思

う。  
 
○	 古賀志山フリークライミングツアー  

江越喜代竹（MC2）  
	 ７月 14 日、15 日と古賀志山クライミングツ
アーを実施した。天気予報では不安が残ってい

たものの、望みをかけて行ってみた。しかし、

天気は回復せず、近くのジムでボルダリングに

挑戦した。夜はキャンプ場に戻って交流会を行

い、親睦を深めた。15 日も天気が悪かったため、
予定を切り上げてつくばへ。片づけを行ったあ

とに、スポーレで汗を流した。外岩ならではの

ダイナミックさ、恐さ、それを乗り越える達成

感を味わってほしくて企画したツアーだったが、

天候に恵まれず、残念だった。急な予定変更で

バタバタしてしまい、参加者には迷惑をかけて

しまった。しかし、クライミングに燃えるたく

さんの仲間と出会えたことがとてもうれしい時

間となった。後日、都合のつくメンバーでリベ

ンジをすることもでき、クライミングの楽しさ

を少しでも伝えられたのではないかと思う。今

後もたくさんの人たちと、クライミングを通し

てつながっていきたいな、と感じたツアーとな

った。  
 
○	 藤村女子高等学校キャンプ実習  

沖田啓二（UG4）  
	 7月5日（月）～9日（金）の日程で、藤村女子

高等学校のキャンプ実習が、長野県にある八ヶ

岳学習舎で行われた。参加した生徒は、藤村女

子高等学校スポーツ科学コース1年生の５６名。

プログラムとしてはテント生活、野外炊事、沢

歩き＆野外ゲーム、登山、キャンプファイアー

などを行った。	 

	 藤村女子高等学校の生徒は

みんな元気いっぱいで色々な

プログラムを積極的に行って

いた。特にキャンプ２日目に行

われた沢歩き＆野外ゲームで

は、班のみんなと協力して楽し

そうに取り組んでいたのが印

象的だった。	 

	 キャンプ３日目の登山では、

途中迷子になってしまった班

もあったが、全員無事に下山で

きた。	 

	 個人的には、カウンセラー

として班のみんなと楽しく過

ごすこともでき、よい経験が

出来たと思う。元気いっぱい

の高校生に圧倒されつつ、た

くさんパワーをもらえたキャンプとなった。	 

	 

○	 教員免許更新講習会  
藤岡良仁（MC2）  

	 8 月 5 日筑波大学野生の森、及びクラブハウス
にて「体育からの発信！体験の重要性から総合

的な学習の時間を見直す」と題して吉田章先生

の下、教員免許状更新講習が行われた。補助ス

タッフとして、野外研から栗本先生と藤岡、江

越、志賀の学生 3 名が関わらせて頂いた。  
	 当日は 39 名の小・中・高・特別支援学校教諭
の方々が来られ、午前中は室内にて体験学習に

関する講義を受講し、その後は 5 グループに分
かれて昼食は野外炊事によるそうめん作り、午

後 は Nature 	 Activity と し て 「 私 の 木 」

Adventure Based Activity として「ラインナッ
プ」や「くもの巣」などを行った。野外炊事で

は若干火起こしに苦労するグループも見受けら

れたが、先生方なだけあり、どのグループも協

力して手際よく昼食作りを行っていた。  
	 また午後の活動に対しても成功すると歓声が

上がったり、失敗して悔しがったりする様子な
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ど、非常に熱心かつ真剣に取り組んでおられた。 
	 体験の重要性をまさに体験を通して実感され

た先生方も多かった様子で、実際の学校の現場

でも生かしたいという声も聞かれた。ぜひ学校

現場においても体験学習や野外教育の重要性を

広め生かしていって頂ければと思う。  
 
○	 花山キャンプ  

中川佳美（UG3）  
今年も幼少年キャンプ研究会主催の花山キャ

ンプが宮城県栗駒市の花山で行われた。今年は

例年より少ない２コースで、８月８日〜１２日

に幼児から小学４年生対象のＢコース、８月１

７日〜２４日に小学５年生から高校３年生対象

のＣコースを行った。Ｂコースでは、体調不良

のキャンパーが続出しながらも、３日目には回

復し、全員で登山をすることができた。Ｃコー

スでは、“栗駒山復活”

という記念すべきコー

スで登山初日は天候が

悪く、復活した栗駒山の

風景を楽しむことはで

きなかったが、登山２日

目はみんなの頑張りが

通じたかのように朝か

ら快晴で雲海が見える

ほどだった。  
	 私は今年が花山キャ

ンプ、初参加だった。Ｂ

コースは幼児班のカウ

ンセラーをし、正直大変なことばかりだったが、

それ以上にキャンパーの笑顔をたくさん見られ

たことでカウンセラーをしてよかったと思え、

また参加したいと感じることができた。  
	 Ｃコースでは中学生班のカウをし、Ｂコース

とは異なる「一緒に楽しむ」ということができ

た。栗駒山での朝の風景はものすごく感動し、

山のすごさも知ることもでき、Ｃコースもまた

参加したいなと思った。軽い気持ちで参加した

花山キャンプで想像もしていなかったものを得

ることができ、参加してよかったと思っう。ま

た今後の活動に役立てていきたい。  
 
○	 旅キャンプ  

志賀亮太（UG4）  
	 ８月７日（土）〜８月 24 日（火）の 17 泊 18
日の日程で「旅キャンプ 2010〜Road to Self」
が行われた。坂本先生をキャンプ長とし、野外

研 OB を中心としたスタッフ５名に、キャンパ
ー６名、計 11 名でのキャンプとなった。途中、
諸事情により、キャンパーが１人減ってしまっ

たものの、大きな事故などもなく全行程を終え

ることが出来た。  
	 プログラムの概要としては、マウンテンバイ

クを主な移動手段として、つくばを出発し、途

中、沢登りやカヌー、クライミングなどのアク

ティビティーを行い、さらにメインとなる１泊

２日の富士登山を経て、富士川河口を目指すと

いうものである。  
	 このキャンプは、今まで私が経験したキャン

プの中で、最も子供たち自身が考える時間とい

うものが多いキャンプだったように思う。マウ

ンテンバイクのルート選択や食事作り、起床・

出発時間の決定も、こちらが最低限の情報を与

えた上でキャンパーが行うというものだった。  
	 キャンパー同士の話し合いや活動の中で、私

が思ってもいないような発言や行動があったり

もした。キャンパー同士で様々な関係性と持ち

つつ、１つのグループと

して活動していく姿が

とても印象に残ってい

る。キャンパーの行動１

つ１つに対して、「なぜ、

そのようなことをした

のか」など考え、とても

密にキャンパー１人１

人と関わることが出来

た。  
	 このようなキャンプ

は今まで経験がなかっ

たので、とても良い経験

になった。今後も出来るだけ多くのキャンプを

経験し、その中で自分のやりたいキャンプの形

を考えていきたい。そして自分がキャンプをつ

くる立場になったときに、それが実現できれば

と思う。  
 
○	 S 級コーチ養成講習会	 ＡＳＥ	 

日比野功宜（UG4）  
 ８月２６日（木）に筑波大学野性の森でＳ級
コーチ養成講習会 A.S.E.が行われた。参加者は

２５名であった。講習会の流れとしては、まず

準備運動、導入ゲームを行い、その後 A.S.E.、

まとめ、最後に懇親会というものであった。	 

	 私自身は装備食料として今回の講習会に参加

したので、実際に指導を行ったわけではないが、

食事を作っている合間などに少し見学もした。

見学をしていて感じたのだが、やはり元Ｊリー

ガーや競技スポーツをされていた方がほとんど

だったので、非常に活気があり、いい意味で特

異な集団であると思った。サッカーはチームス

ポーツということもあり、互いに協力し、意見
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を出し合い、常にコミュニケーションをとりな

がら課題に取り掛かっていたのが印象的であっ

た。	 

	 A.S.E.後の懇親会のほうは、今年の酷暑の影

響もあったからか、飲み物が足りなくなり、追

加で買い出しに走ったこと以外は、順調に行え

たと思う。毎年、食事の量も参加者によって異

なり、なかなか読めないというお話を聞いて、

今年はまずまずの出来であったのではないかと

感じた。社交的な方が多く、非常に賑やかな講

習会となった。	 

 
＜課外活動関連告知＞  
○	 自然体験活動青年ミーティング 2010	 

主催：社団法人日本キャンプ協会  
日程：9 月 18 日（土）〜20 日（祝）  
会場：川崎市黒川野外活

動センター  
参加費：13,000 円（食
費、宿泊費、教材費、  
保険料など含む）  
 
○	 自然体験活動指導者

養成講習会  
対象：小学校での自然体

験活動の指導にかかわ

る意志を持つ 20 歳以上の方  
日程・会場：  
10/ 1〜3	 滝野自然学園（北海道札幌市）  
10/22〜2	 もみのき森林公園（広島県廿日市市） 
10/29〜3	 大阪府立総合青少年野外活動センタ  
	 	 	 	 	 ー（大阪府能勢町）  
11/21〜23	 静岡県立朝霧野外活動センター  
	 	 	 	 	 （静岡県富士宮市）  
1/ 8〜10	 千葉市少年自然の家（千葉県長柄町） 
参加費：35,000 円（消費税込み）  
定員：各会場とも３０名（先着順・キャンプデ  
	 	 	 ィレクター２級受講者を含む）  

※	 講習日の２週間前が締切です  
問い合せ先：   
社団法人日本キャンプ協会指導者養成係  
（担当：戸室・高瀬）E-mail：ncaj@camping.or.jp 
	 	 	 	  
＜参加者・スタッフ募集＞  
○	 ゴミの資源化プロジェクト	 

	 	 	 〜ECO	 STATION 建設〜・スタッフ募集	 

・	 資源の再利用・エコに興味のある方	 

・	 事業を通して多くの人と関わり、自分を高め

たい方	 	 

	 	 	 など、大募集	 

連絡先：日比野功宜（UG4）TEL/080-6927-8087	 

○	 フリークライミングクリニック	 

この秋、新しいスポーツにチャレンジしてみま

せんか？大学内にあるクライミングウォールを

使って、フリークライミングクリニックを開催

します！	 

主催：筑波大学野外運動研究室	 

顧問：井村仁先生（筑波大学体育科学系教授）	 

日時：９月 29 日（水）～11 月 17 日（水）	 

	 	 	 前半 18:00～19:30、後半 19:30～21:00	 

	 	 	 ※毎週一回、水曜日の 18 時から開催	 

場所：筑波大学 SPEC１階クライミングウォール	 

対象：学内の学生、教職員	 

参加費：無料	 

内容：初心者、初級者程度を対象としたフリー

クライミング講習	 

募集締切：クリニックを行う週の月曜日	 	 

（先着順に受け付け、初参加

の方を優先させていただきま

す。前半、後半続けての参加

は原則お断りしています。）	 

連絡先：	 

野外運動研究室	 江越喜代竹	 

tsukuba.climbing@gmail.com	 

	 

	 

	 

○	 北アルプス縦走登山ツアー	 

目的：縦走登山の運営方法及び技術の習得・北

アルプスの雄大な自然を味わう	 

日程：９月 17 日（金）〜20 日(日)３泊４日	 

	 ※９月 17 日（金）の夕方に筑波を出発して現

地にて仮眠。登山自体は１８日（土）から開始。	 

場所：長野県北アルプス山域	 	 

	 	 	 	 	 	 （蝶ヶ岳〜常念岳〜大天井岳〜燕岳）	 

対象：野外運動研究室員および本事業の主旨に

賛同し参加を希望する者	 

予算：参加費	 10,000 円	 

	 	 （テント場代 1,100 円、食費 2,000 円、	 

	 	 	 	 	 	 温泉代 700 円、交通費 5,000 円、予備費	 	 

	 	 	 	 	 	 1,200 円）	 

連絡先：岡田成弘	 （B410 にいます）	 

	 	 	 	 masa117@mrh.biglobe.ne.jp	 

	 

	 

＜編集後記＞	 

長かった夏もようやく落ち着き、秋の気配も感

じてきました。修論・卒論生はこれからのスパ

ート、頑張っていきましょう！その他の方も目

標を持ってそれぞれの活動に取り組んでいきま

しょう！早く雪降れ！！	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 志賀亮太	 


